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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 22,217 10.6 4,392 △9.0 2,974 △14.5

2025年３月期第３四半期 20,085 △6.9 4,826 42.9 3,479 57.2
(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 8,621百万円( 150.5％) 2025年３月期第３四半期 3,441百万円( △39.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 358.79 358.19

2025年３月期第３四半期 411.62 410.75

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,560,947 93,412 6.0

2025年３月期 1,526,336 86,460 5.7
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 93,375百万円 2025年３月期 86,424百万円

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 40.00 ― 60.00 100.00

2026年３月期 ― 84.00 ―

2026年３月期(予想) 84.00 168.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,900 9.5 5,900 5.8 4,000 △0.3 488.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規１社 （社名）きたぎんキャピタルパートナーズ株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 8,593,776株 2025年３月期 8,793,776株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 401,117株 2025年３月期 487,757株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 8,289,611株 2025年３月期３Ｑ 8,453,016株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期（2025年４月１日～2025年12月31日）の経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金が増加し

たことなどにより、前年同四半期比2,132百万円増加して22,217百万円となりました。

経常費用は、預金利息及び与信費用が増加したことなどにより、前年同四半期比2,565百万円増加して17,824百万

円となりました。

この結果、経常利益は前年同四半期比434百万円減少の4,392百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同四半期比505百万円減少の2,974百万円となりました。

セグメントごとの損益状況につきましては、「銀行業」の経常収益が貸出金利息及び有価証券利息配当金が増加

したことなどにより、前年同四半期比1,929百万円増加して19,719百万円、セグメント利益である経常利益が経常収

益は増加したものの、預金利息及び与信費用が増加したことなどにより、前年同四半期比411百万円減少して4,230

百万円となりました。「リース業」の経常収益がリース関連収入が増加したことなどにより前年同四半期比59百万

円増加して2,547百万円、セグメント利益である経常利益がリース関連費用は増加したものの、経常収益が増加した

ことなどにより前年同四半期比35百万円増加して130百万円となりました。「クレジットカード業・信用保証業」の

経常収益が保証料収入が減少したことなどにより前年同四半期比16百万円減少して505百万円、セグメント利益であ

る経常利益が営業経費は減少したものの、経常収益が減少したことなどにより前年同四半期比６百万円減少して150

百万円となりました。

なお、2025年７月１日付で「きたぎんキャピタルパートナーズ株式会社」を新規設立し、当行の連結子会社とし

ております。セグメント上は「その他」に含めており、「その他」の当第３四半期連結累計期間の経常収益が０百

万円、セグメント損失である経常損失が12百万円となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

預金残高（譲渡性預金含む）は、個人預金、法人預金及び公金・金融機関預金の全部門において増加したことに

より、前連結会計年度末比287億円増加して1兆4,493億円となりました。

貸出金残高は、事業性貸出金及び住宅ローンが増加したことなどにより、前連結会計年度末比125億円増加して1

兆1,139億円となりました。

有価証券残高については、国内外の投資環境や市場動向に留意した取り組みの結果、前連結会計年度末比204億円

増加して2,918億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想については、2025年11月12日公表の数値から変更はございません。今後、何らかの

変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

現金預け金 111,065 116,017

買入金銭債権 49 46

商品有価証券 4 1

金銭の信託 8,714 8,803

有価証券 271,398 291,864

貸出金 1,101,426 1,113,961

外国為替 1,441 2,160

リース債権及びリース投資資産 8,936 9,173

その他資産 10,208 5,981

有形固定資産 14,593 15,213

無形固定資産 1,140 1,278

退職給付に係る資産 2,742 2,789

繰延税金資産 208 208

支払承諾見返 1,949 1,878

貸倒引当金 △7,544 △8,431

資産の部合計 1,526,336 1,560,947

負債の部

預金 1,419,856 1,446,323

譲渡性預金 750 3,000

借用金 1,362 1,667

その他負債 9,294 5,735

賞与引当金 355 97

役員賞与引当金 17 ―

退職給付に係る負債 1,601 1,577

役員退職慰労引当金 3 5

睡眠預金払戻損失引当金 42 41

ポイント引当金 14 9

繰延税金負債 2,492 5,070

再評価に係る繰延税金負債 2,135 2,129

支払承諾 1,949 1,878

負債の部合計 1,439,875 1,467,535

純資産の部

資本金 7,761 7,761

資本剰余金 4,996 4,991

利益剰余金 60,338 61,610

自己株式 △1,279 △1,231

株主資本合計 71,816 73,132

その他有価証券評価差額金 9,266 14,960

土地再評価差額金 4,487 4,475

退職給付に係る調整累計額 854 807

その他の包括利益累計額合計 14,607 20,243

新株予約権 36 36

純資産の部合計 86,460 93,412

負債及び純資産の部合計 1,526,336 1,560,947
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

経常収益 20,085 22,217

資金運用収益 13,497 16,273

（うち貸出金利息） 9,763 11,588

（うち有価証券利息配当金） 3,490 4,310

役務取引等収益 2,148 2,070

その他業務収益 2,538 3,039

その他経常収益 1,901 834

経常費用 15,259 17,824

資金調達費用 549 2,011

（うち預金利息） 535 1,986

役務取引等費用 1,719 1,695

その他業務費用 2,428 2,811

営業経費 9,710 10,139

その他経常費用 852 1,166

経常利益 4,826 4,392

特別利益 20 0

固定資産処分益 20 0

特別損失 132 82

固定資産処分損 93 53

減損損失 38 28

税金等調整前四半期純利益 4,713 4,310

法人税、住民税及び事業税 1,233 1,336

法人税等合計 1,233 1,336

四半期純利益 3,479 2,974

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,479 2,974
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 3,479 2,974

その他の包括利益 △37 5,647

その他有価証券評価差額金 25 5,694

退職給付に係る調整額 △63 △46

四半期包括利益 3,441 8,621

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,441 8,621



㈱北日本銀行(8551) 2026年３月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の処理

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより

算定しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業

クレジット
カード業・
信用保証業

計

経常収益

外部顧客に対する経常収益 17,677 2,486 115 20,279 △193 20,085

セグメント間の内部経常収益 113 2 406 522 △522 ―

計 17,790 2,488 521 20,801 △715 20,085

セグメント利益 4,641 95 156 4,894 △68 4,826

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．外部顧客に対する経常収益の調整額は、貸倒引当金繰入額の調整によるものであります。

３．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

銀行業セグメントにおいて、営業利益の減少によるキャッシュ・フローの低下及び継続的な地価の低下等に

より、投資額の回収が見込めなくなった資産について、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、38百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額銀行業 リース業

クレジット

カード業・

信用保証業

計

経常収益

外部顧客に対する

経常収益
19,554 2,545 118 22,217 ― 22,217 ― 22,217

セグメント間の

内部経常収益
165 2 387 555 0 555 △555 ―

計 19,719 2,547 505 22,772 0 22,772 △555 22,217

セグメント利益

又は損失（△）
4,230 130 150 4,511 △12 4,499 △106 4,392

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、投資業であります。

３．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

４．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

５．2025年７月１日付で新規設立した「きたぎんキャピタルパートナーズ株式会社」は、投資業として、「そ

の他」に含めております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

銀行業セグメントにおいて、営業利益の減少によるキャッシュ・フローの低下及び継続的な地価の低下等に

より、投資額の回収が見込めなくなった資産について、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、28百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

（自 2025年４月１日
至 2025年12月31日）

減価償却費 654 百万円 713 百万円



１.損益状況【単体】

（単位：百万円）

26年3⽉期
通期

業績予想値

＜参考＞
25年３⽉期

実績

増減 (12ヶ⽉間) (12ヶ⽉)
1 19,719 1,929 17,790 25,500 23,069
2

資⾦利益 3 14,412 1,375 13,037 17,438
役務取引等利益 4  49  32  17  11
その他業務利益 5  99 100  199  386

うち国債等債券損益 6  116 85  201  382
経費（除く臨時処理分）(△) 7 9,938 411 9,527 12,721

うち⼈件費(△) 8 4,932 180 4,752 6,307
うち物件費(△) 9 4,396 204 4,192 5,658

実質業務純益   （=2-7） 10 4,325 1,033 3,292 4,319
コア業務純益 （=10-6） 11 4,441 948 3,493 5,200 4,701

除く投資信託解約損益 12 4,029 865 3,164 4,372
⼀般貸倒引当⾦繰⼊額(△) 13 100 100 ― ―
業務純益 14 4,426 1,134 3,292 4,319
臨時損益 15  195  1,543 1,348 980

うち不良債権処理額(△) 16 980 283 697 730
うち貸倒引当⾦戻⼊益 17 ―  1,027 1,027 374
うち償却債権取⽴益 18 43  107 150 153
うち株式等関係損益 19 513 2 511 691

経常利益 20 4,230  411 4,641 5,600 5,300
特別損益 21  82 30  112  253
税引前四半期純利益(税引前当期純利益) 22 4,148  380 4,528 5,046
法⼈税等(△) 23 1,252 93 1,159 1,201
四半期純利益 (当期純利益) 24 2,895  474 3,369 3,900 3,844

実質与信費⽤(△)  (＝13+16-17-18) 25 835 1,315  480 203

※ 上記業績予想につきましては、当⾏が現在⼊⼿している情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により⼤きく異なる可能性があります。

2026年３⽉期 第３四半期決算説明資料

17,041業務粗利益

前年同四半期
25年３⽉期
第３四半期
累計期間

14,263 12,8201,443

当四半期
26年３⽉期

第３四半期累計期間

経常収益

➢経常収益は、貸出⾦利息及び有価証券利息配当⾦が増加したことなどにより、前年同四半期⽐1,929百万円増加の19,719百万円となりました。
➢業務粗利益は、資⾦利益が増加したことなどにより、前年同四半期⽐1,443百万円増加の14,263百万円となりました。
➢実質業務純益は、経費は増加したものの、業務粗利益が増加したことなどにより、前年同四半期⽐1,033百万円増加の4,325百万円となりました。
➢経常利益は、実質業務純益は増加したものの、与信費⽤が増加したことなどにより前年同四半期⽐411百万円減少の4,230百万円となり、四半期
純利益は、前年同四半期⽐474百万円減少の2,895百万円となりました。
➢なお、2026年３⽉期通期業績予想⽐進捗率は、経常収益が77.3％、経常利益が75.5％、四半期純利益が74.2％と順調に推移しており、業績
予想については2025年11⽉12⽇公表の数値から変更はございません。
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2.預⾦、貸出⾦等の残⾼ 【単体】

(１)預⾦残⾼ （単位：百万円）

2025年12⽉末 2024年12⽉末 増減 2025年3⽉末
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

1,451,680 1,458,474  6,794 1,422,795
1,448,680 1,455,474  6,794 1,422,045
1,030,200 1,032,511  2,311 1,019,495

376,579 365,578 11,001 370,322
41,899 57,385  15,486 32,227
3,000 3,000 0 750

(２)預かり資産残⾼ （単位：百万円）

2025年12⽉末 2024年12⽉末 増減 2025年3⽉末
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

125,590 120,538 5,052 119,824
90,795 89,130 1,665 88,996

うち個⼈年⾦保険    17,964 14,817 3,147 14,887
投資信託 34,794 31,407 3,387 30,828

（参考）
公共債（国債等） 18,761 13,290 5,471 14,651
※⽣命保険は「有効契約の保険料残⾼(平準払保険を除く)」を記載しております。

(3)貸出⾦残⾼ （単位：百万円）

2025年12⽉末 2024年12⽉末 増減
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

1,121,946 1,098,020 23,926 1,109,446
526,254 514,529 11,725 519,895
530,315 520,725 9,590 523,815
503,107 493,189 9,918 496,177
27,208 27,535  327 27,638
65,376 62,765 2,611 65,734

その他ローン
住宅ローン

地公体貸出

2025年3⽉末

貸出⾦総額
事業性貸出⾦
個⼈ローン

⽣命保険

譲渡性預⾦

⽣保・投信

預⾦総額（譲渡性預⾦含む）
預⾦

公⾦・⾦融機関

個⼈預⾦
法⼈預⾦

➢当四半期末の預⾦残⾼は、法⼈預⾦は増加したものの、公⾦・⾦融機関預⾦が減少したことなどにより、預⾦残⾼全体（譲渡性預
⾦含む）では前年同四半期末⽐67億円減少の1兆4,516億円となりました。
➢預かり資産残⾼は、⽣命保険残⾼及び投資信託残⾼が増加したことなどにより、前年同四半期末⽐50億円増加の1,255億円となり
ました。
➢貸出⾦残⾼は、事業性貸出⾦及び住宅ローンが増加したことなどにより、前年同四半期末⽐239億円増加の1兆1,219億円となりま
した。
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３.リスク管理債権及び⾦融再⽣法開⽰債権の状況【単体】

（単位：百万円）

破産更⽣債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

三⽉以上延滞債権
貸出条件緩和債権

合計（Ａ）
正常債権
総与信額（Ｂ）
総与信に占める割合（Ａ）/（Ｂ）

(注)

※ 債務者区分との関係

４.⾃⼰資本⽐率(国内基準)【単体・連結】

（単位：百万円）

単体 連結 単体 連結 単体 連結
9.75% 10.07% 8.77% 9.05% 9.75% 10.05%

71,697 74,620 70,011 72,760 70,238 73,075

734,707 740,824 798,193 803,953 720,355 726,730

29,388 29,632 31,927 32,158 28,814 29,069

(注） 2025年3⽉末より新たな⾃⼰資本⽐率規制（バーゼルⅢ最終化）を適⽤しております。

1,115,340 1,092,213 1,104,178

166

1,241

133

1,262

181

1,276

⾃⼰資本⽐率
⾃⼰資本の額
リスク・アセット等
総所要⾃⼰資本額

1,109,172
1.52%

2025年3⽉末

4,540

10,418

1,457

16,416

1,120,595
1.46%

2025年3⽉末2024年12⽉末2025年12⽉末

2025年12⽉末 2024年12⽉末

6,456

9,376

1,408

17,241

1,132,581
1.52%

5,054

10,507

1,396

16,958

１．算定⽅法については、当⾏の定める「資産の⾃⼰査定基準」に基づき、2025年12⽉末時点で実施した資産査定
 結果による債務者区分を前提としております。

２．「破産更⽣債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認められる部分については直接償却相当額として
 当該⾦額を減額しております。

要管理債権

危険債権

破産更⽣債権及び
これらに準ずる債権

要注意先のうち、元本⼜は利息の⽀払いが３ヵ⽉以上延滞しているか、⼜は貸出条件を
緩和している債権

破綻懸念先の債権

実質破綻先、破綻先の債権

➢当四半期末の⾦融再⽣法開⽰債権は、前年同四半期末⽐283百万円増加し17,241百万円となりました。また、総与信に占め
る割合は、前年同四半期末⽐変わらず1.52％となりました。

➢当四半期末の⾃⼰資本⽐率は、単体が前年同四半期末⽐0.98㌽上昇し9.75％、連結が前年同四半期末⽐1.02㌽上昇し
10.07%となりました。
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５.有価証券の状況【単体】

（1）有価証券残⾼ （単位：百万円）

社債

株式

 （2）時価のある有価証券の評価差額 （単位：百万円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

22,253 28,892 6,639 16,842 19,825 2,982 18,098 4,266

株式 19,208 19,216 8 12,663 12,758 94 12,078 76

債券  5,713 4 5,718  1,393 116 1,509 36 2,754

その他 8,758 9,670 912 5,571 6,950 1,378 5,982 1,435

(注)2025年12⽉末の「評価差額」は、2025年12⽉末時点の帳簿価格(償却原価法適⽤後、減損処理後)と
 時価との差額を計上しております。

その他
有価証券 13,831

12,001

 2,717

4,547

2025年12⽉末 2024年12⽉末

 評価差額  評価差額  評価差額

2025年3⽉末

3,353

5,509

 9,842

26,564

97,915

2025年3⽉末

272,359

30,035

92,993

24,851

増減
（Ａ）－（Ｂ）

21,334

48,831

 26,518

27,133

33,289

90,036

2024年12⽉末
（Ｂ）

271,591

24,828

95,324

23,780

27,780

99,878

2025年12⽉末
（Ａ）

292,925

73,659

68,806

その他の証券

地⽅債

有価証券残⾼

国債

➢当四半期末の有価証券残⾼は前年同四半期末⽐213億円増加し、2,929億円となりました。
➢当四半期末のその他有価証券の評価差額は、前年同四半期末⽐5,411百万円増加し、22,253百万円の評価差益となりました。
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